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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】近年、生活習慣の変化にともない子宮頸癌の若年発症例が増加しており、浸潤癌においてはその進展
様式は明らかとなっていない。悪性腫瘍の進展には、vascular endothelial growth factor (VEGF)、matrix 
metalloproteinase (MMP) -2、7、9、cyclooxygenase‐2 (COX-2)などの各種タンパクの関与が報告されており、
今回子宮頸部浸潤癌でのこれらの因子の発現について調べた。 
【方法】1995年から2004年の10年間に当施設で初回治療を行った症例のうち、インフォームドコンセントの得
られた439例を対象に、発症年齢で35歳以下と36歳以上の２群に分け、組織型、臨床進行期、生存期間、無病生
存期間について比較検討した。また、これらの予後の差の成因について検討するため、VEGF、MMP-2、7、9、COX-2
について切除標本の免疫組織化学染色を行い、これらの発現について調べた。 
【結果】35歳以下群の90％が扁平上皮癌であったのに対して、36歳以上群で81％と腺癌など扁平上皮癌以外の
癌が多かった。また、臨床進行期では、36歳以上群において、有意に進行癌が多かった（p＜0.05）。臨床進行
期Ib2期以上で累積生存率を比較したところ、生存期間および無病生存期間の両者で、36歳以上群に比べ、35
歳以下群が有意に予後不良であった（p＜0.05）。また臨床進行期Ib2期以上において、VEGF、MMP-2、7、9、COX-2
いずれも、36歳以上群に比べ35歳以下群で有意に強い発現を認めた（p＜0.05）。 
【結論】若年子宮頸癌は増加の傾向にあり、早期癌が多いにもかかわらず、その予後は不良であった。その予
後不良因子のひとつとして、VEGF、MMP-2、7、9、COX-2が関与している可能性が示唆された。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 近年、生活習慣の変化にともない子宮頸癌の若年発症例が増加しているものの、その臨床的背景は明らかと
なっていない。また、悪性腫瘍の進展には、vascular endothelial growth factor (VEGF)、matrix metalloproteinase 
(MMP)-2、7、9、cyclooxygenase-2 (COX-2) などの各種タンパクの関与が報告されているが、若年子宮頸癌と
の関与に関する報告はない。本研究では、若年子宮頸部浸潤癌での臨床的背景および腫瘍増殖因子の発現の関
与について調べた。 
 1995年から2004年の10年間に当施設で初回治療を行った症例のうち、インフォームドコンセントの得られた
439例を対象に、発症年齢で35歳以下と36歳以上の２群に分け、組織型、臨床進行期、生存期間、無病生存期間
について比較検討した。また、これらの予後の差の成因について検討するため、VEGF、MMP-2、7、9、COX-2に
ついて切除標本の免疫組織化学染色を行い、これらの発現について調べた。 
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 35歳以下群の90％が扁平上皮癌であったのに対して、36歳以上群で81％と腺癌など扁平上皮癌以外の癌が多
かった。また、臨床進行期では、36歳以上群において、有意に進行癌が多かった（p＜0.05）。臨床進行期Ib2
期以上で累積生存率を比較したところ、生存期間および無病生存期間の両者で、36歳以上群に比べ、35歳以下
群が有意に予後不良であった（p＜0.05）。また臨床進行期Ib2期以上において、VEGF、MMP-2、7、9、COX-2いず
れも、36歳以上群に比べ35歳以下群で有意に強い発現を認めた（p＜0.05）。 
 若年子宮頸癌は増加の傾向にあり、早期癌が多いにもかかわらず、その予後は不良であった。その予後不良
因子のひとつとして、VEGF、MMP-2、7、9、COX-2が関与している可能性が示唆された。 
本論文は、若年子宮頸部浸潤癌の臨床的特性と腫瘍増殖因子の発現が関連する可能性を示したものである。
よって著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判断された。 
